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8 月には、珍しい大雨が続いています。地球温暖化など、気象異変の 
一つでしょうか。 
江戸では、百万人もの人が化石燃料をほとんど使わずに暮らしてい 
ました。そうした省エネルギー、環境と調和した暮らしに学ぶこと 
も大切ではないでしょうか。 
(ニュース一覧) 
(A) IJCEEは、参加料千円プラス教材費で、風呂敷包み、着物着付 
け、生け花、デジカメ、パソコン、ブログなど、会員向けの実践的 
な教室を始めました。 
(B) IJCEEは、会員・賛助会員情報連絡会を開始しました。 
(C) 新規の講座として、「英語で学ぶ江戸・東京の歴史(Academic 
 Study in English---History of Edo・Tokyo? The Political Me 
chanisms of Edo)」の募集を開始しました。外国人の目で見た日本 
の歴史、テクニカルタームの勉強にもなりますよ。 
(D) IJCEE設立キャンペーンを開始します。デザイナー江口収氏の 
力をお借りして、新パンフレットを作成し、ホームページのデザイ 
ンも一新しました。 
 
募集中の講座 
◆江戸・東京文化講座   江戸以来の文化・技術・人の継承と発 
展をたどります 
「浮世絵を生んだ技術の探訪(各回ごと募集、3,200 円)」 
○９月１日(月) 10～12 時 「和本入門」橋口こう之介(誠心堂書店 
主) 
○９月 10 日(水) 10～12 時 「浮世絵の彫りと摺り」(実演)上田真吾 
(富士木版工房) 
◆国際文化講座     国際比較のなかで、日本文化の本質・魅 
力に迫ります 
○9 月 13 日(土) 14 時～16 時 「スイス・ツェルマットに学ぶホスピ 
タリティ」～プロフェショナル・ガイドへの助言～山田 桂一郎氏 
(観光カリスマ) (3,000 円) 
○9 月 30 日「英語で学ぶ江戸・東京の歴史」(3,000 円) 募集開始 
◆地域探訪シリーズ   東京の各地域に点在する日本文化を探り 
、体験します。 
○9 月 20 日(土)13 時～16 時 30 分「能楽入門講座と粋なまち神楽坂探訪 
」( 3,600 円) 
 



記事A 会員向け教室 
NPO法人日本文化体験交流塾は、平日の午後、実践的な教室を開催し 
ます。会員又は賛助会員の方は、このメール・アドレスに希望講座 
を明記してご返信ください。まだ、会員・賛助会員となっていない 
方は、添付ファイルにより会員申込と合わせて、申込みください。 
なお、申込者が定員を上回った場合は、会員が優先されます。 
◎第 1 回 「ふろしき包み講習会」(定員 12 名) 
・日時 9 月 25 日 14 時～15 時 30 分 
・講師 岡野由美子会員(「ふろしき包みワークショップ」を開催し 
ているほか、多彩な活動を展開) 
・参加料は、会員 1,000 円、賛助会員 2,000 円(教材費は別) 
◎第 2 回 「一人で着られる浴衣・着物入門」(定員 12 名) 
・日時  11 月 4 日(火)13 時 30 分～15 時 
・講師 寺島洋子会員・監事(着物着付けの教授の資格を持ってい 
ます) 
・希望者多数の場合は、15 時 10 分から 16 時 40 分も実施 
・参加料は、教材費込みで、会員 2,000 円。賛助会員 3,000 円です。 
(浴衣と帯は、こちらで用意しますが、持参していただいても結構で 
す) 
◎このほか、以下のテーマについて、日程調整を行っています。ご 
意見をお寄せください。 
・「プロのカメラマンによる人物写真の取り方、デジカメの使い方 
」 
・「ホームページ作成者によるパソコン入門」 
・「やまとごころ.jp編集長のブログ入門」 
・「生け花入門」 
・「豆腐を使ったデザートなど、外国人にも喜ばれる料理講座」 
以上の講師は、NPO法人日本文化体験交流塾の会員又は、人材バンク 
登録者です。 
◎会場の滝野川ハウス 
京浜東北線・南北線王子駅、都営三田線西巣鴨各駅より徒歩 10 分。 
個人宅なので、会員・賛助会員に限りお教えします。 
 
記事B  NPO法人日本文化体験交流塾会員・賛助会員情報連絡会 
 NPO法人設立後の初の情報交換会を 10 月 1 日(水)19 時から、千代田 
プラットフォーム・スクエア開催します。主な報告は、以下のとお 
りです。 
(1)「日本最大級インバウンドポータルサイト やまとごころ.jp」 
 村山慶輔社長 
(2)「江北の五色桜」(新規出版)  大久保美智子会員 



(3)「ふろしき包み」 (入門編)  岡野由美子会員 
(4) IJCEEからの報告と意見交換 
 
記事C 「英語で学ぶ江戸・東京の歴史」募集開始 
「Academic Study in English---History of Edo・Tokyo」 The P 
olitical Mechanisms of Edo 
江戸の歴史を西欧との比較の中でとらえなおしてみませんか。イギ 
リス人講師による授業は、日本史への造詣が深まるだけでなく、英 
語のスキルも磨けます。今回は、the first session を実施します 
。The second sessionとThe third sessionは、決まり次第お知らせ 
します。 
 
・講師 Ｍｙａｎｎａ Ｌｅｎｎｏｎ 全米大学連盟東京留学セン 
ター講師  
 
・第１回 ９月３０日(火)  19 時～21 時  
 
◆テーマ「Academic Study in English---History of Edo・Tokyo」 
の全体の予定 
1, The Political Mechanisms of Edo 
In the first session, we will discuss the effectiveness of E 
do's means of control and administration, such as the Altern 
ate Attendance,参勤交代 system and the Shogunate-Domain,幕藩 
 system, as well as the Policy of Seclusion,鎖国. 
 
2, Urban Culture in Edo(以下は、予定) 
3, The Transition from Edo to Tokyo 
 
◆ 会場 ちよだプラットフォーム・クウェア 501.・502 室(千代田 
区神田錦町 3‐21) 
http://yamori.jp/modules/tinyd2/index.php?id=10 
 
◆受講料 3,000 円 
 
◆申し込み方法  日本文化体験交流塾ホームページ(http://www. 
ijcee.com/) から 
受付開始 8 月 29 日(金)  定員 52 名先着順 申込締め切り 9 月 25 日(木 
) 
 
◆問合せ先 ?090-1607-5099 メールアドレス info@ijcee.com 

http://yamori.jp/modules/tinyd2/index.php?id=10
http://www/
mailto:info@ijcee.com


 
BRIEF BIO OF INSTRUCTOR: Myanna Lennon earned her MA in Inte 
rnational Relations from Keio University in March 2003. Prio 
r to coming to Japan in 1999, she gained her BA in History a 
t the University of Birmingham . She is currently a Ph.D can 
didate at Keio University . Her main academic interest lies  
in the post war Japan-Korea relationship. She teaches the Hi 
story of Tokyo and the History of Japan’s International Rel 
ations as an IES Tokyo faculty member.  
ps. 
 
記事D  NPO法人日本文化体験交流塾設立キャンペーン 
 8 月に正式に設立されたNPO法人日本文化体験交流塾は、会員数が 2 
0 名を超え、いよいよ本格的な活動を開始しました。現在、大手旅行 
代理店との提携によるウオーキング・ツアーや体験事業の実施準備 
を進めています。また、個別案件として、体験事業やウオーキング 
ガイド等の問い合わせが来ています。これらは、会員の仕事開拓の 
動きを一段として加速させるために、9 月よりキャンペーンを開始し 
ます。このため、新パンフレットを作成しました。A3 両面カラーの 
二つ折りで、街頭配布ほか、旅行代理店、グローバル企業へも発送 
いたします。 
 本デザインを担当されたのは、江口收デザイン室の江口收氏。明 
治屋のパッケージデザインや榮太樓總本鋪のパッケージデザイン 
を担当された著名なデザイナーです。和文化を生かしたデザインには、 
わが国でも定評があります。 
当団体のボランティアベースの謝礼にもかかわらず、精力的に活動して 
くださったことに感謝の意を表します。また、写真等の収集に努力した 
米原大介広報室長の貢献も報告いたします。 
 このパンフレットに用いたデザインは、ホームページにも活用し 
、順次紙面を一新していきます。パンフレットは、PDFとして掲載し 
ますので、是非、ご覧ください。 


